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(54)【発明の名称】 面光源装置及びこれを用いた液晶ディスプレイ装置

(57)【要約】
【課題】  光利用効率と外観品質を同時に向上させ、更
には構造を簡素化して組立て性を向上させる面光源装置
及びこれを用いた液晶ディスプレイ装置を提供するこ
と。
【解決手段】  一表面を光出射面１２とする導光体１１
に設けられた光取り出し機構１７、導光体１１の側端部
１３に配設された線状光源１４、及び導光体１１の光出
射面１２と対向する面に配置された反射率９０％以上の
反射シート１９を備える面光源装置において、光出射面
１２が、ヘーズ８０％以下であるほぼ均一な光拡散面と
され、且つ光出射面１２と対向する面１６には、光取り
出し機構として印刷インキによりパターン１７が形成さ
れ、このパターンを形成する模様構成部分のピッチが７
００μｍ以下とされていることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  一表面を光出射面とする導光体、この導
光体に設けられた光取り出し機構、前記導光体の側端部
に配設された線状光源、及び前記導光体の前記光出射面
と対向する面に配置された反射率９０％以上の反射シー
トを備える面光源装置において、
前記光出射面が、ヘーズ８０％以下であるほぼ均一な光
拡散面とされ、且つ前記光出射面と対向する面には、前
記光取り出し機構として印刷インキによりパターンが形
成され、このパターンを形成する模様構成部分のピッチ
が７００μｍ以下とされていることを特徴とする面光源
装置。
【請求項２】  前記光出射面と対向する面に形成される
前記パターンは、前記線状光源から離れるに従って占有
面積が漸増するグラデーション状のパターンとされてい
ることを特徴とする請求項１に記載の面光源装置。
【請求項３】  前記導光体の前記光出射面の直上には、
マイクロプリズムアレーを形成した調光シートが配置さ
れていることを特徴とする請求項１又は２に記載の面光
源装置。
【請求項４】  前記光出射面が、ヘーズ６０％以下であ
るほぼ均一な光拡散面とされ、かつ前記光取り出し機構
として印刷インキで形成された前記パターンにおける模
様構成部分のピッチが５００μｍ以下とされていること
を特徴とする請求項２又は３に記載の面光源装置。
【請求項５】  前記導光体の前記光出射面の直上に配設
された前記調光シートの前記線状光源近傍には、遮光パ
ターンが設けられていることを特徴とする請求項３又は
４に記載の面光源装置。
【請求項６】  前記マイクロプリズムアレーを形成した
調光シートは、前記導光体の前記光出射面側に頂角を向
けたほぼ三角プリズム状のプリズムアレーとされ、かつ
前記反射シートには、銀若しくはアルミを蒸着した反射
シートが用いられていることを特徴とする請求項４に記
載の面光源装置。
【請求項７】  請求項１～６のいずれかに記載の面光源
装置をバックライト光源手段とすることを特徴とする液
晶ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は面光源装置及びこれ
を用いた液晶ディスプレイ装置に関し、更に詳細には面
光源装置における光利用効率と外観品質を向上させると
共に構造を簡素化して組立て性を向上させる技術であ
り、更にこの面光源装置をバックライト光学系として好
適に用いた液晶ディスプレイ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近時、パーソナルコンピュータ向けモニ
ターや薄型ＴＶ等の表示装置として透過型の液晶表示
（ディスプレイ）装置が多用されており、このような液
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晶表示装置では、通常、液晶素子の背面に面状の照明装
置即ちバックライトが配設されている。このバックライ
トは冷陰極放電管等の線状光源を面状の光に変換する機
構とされている。
【０００３】具体的には、液晶素子の背面直下に光源を
配設する方法や、側面に光源を設置し、アクリル板等の
透光性の導光体を用いて面状に光を変換して面光源を得
る方法（サイドライト方式）が代表的であり、光出射面
にはプリズムアレー等からなる光学素子を配設して所望
の光学特性を得る機構とされている。
【０００４】このサイドライト方式については、例えば
特開昭６１－９９１８７号公報や特開昭６３－６２１０
４号公報に開示されている。特に、軽量、薄型という液
晶表示装置の一般的特徴をより有効に引き出すために
は、バックライトを薄くすることができるサイドライト
方式の利用が好適であり、携帯用パーソナルコンピュー
タ等の液晶表示装置にはサイドライト方式のバックライ
トが多く使用されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】これらバックライトに
要求される性能は、近時、ますます高度化する方向にあ
るが、特に、据え置き型のパーソナルコンピュータ用モ
ニター表示装置や大画面薄型ＴＶでは、一般的には透過
型フルカラー液晶デバイスが用いられている。この場
合、カラー液晶セル自体の極めて低い光線透過率から、
バックライト光源に要求される輝度値が必然的に高いも
のとならざる得ない。
【０００６】また、一般的には、導光体に、光取り出し
機構として白色又は半透明のインキでパターンを印刷形
成し、導光体から出射する光量が光出射面内で一定に保
たれるように調整されることがある。通常、この時のパ
ターンは、光源から離れるに従って占有面積（印刷パタ
ーンの面積や配置密度）が増大するように形成されてい
る。しかし、このような印刷パターンが液晶パネル上で
僅かながら見えてしまうという問題が起こり、外観的に
支障をきたしていた。
【０００７】本発明の目的は、かかる従来の問題点を解
決するためになされたもので、光利用効率と外観品質を
同時に向上させ、更には構造を簡素化して組立て性を向
上させる面光源装置及びこれを用いた液晶ディスプレイ
装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は面光源装置であ
り、前述した技術的課題を解決するために以下のように
構成されている。すなわち、本発明は、一表面を光出射
面とする導光体、この導光体に設けられた光取り出し機
構、導光体の側端部に配設された線状光源、及び導光体
の光出射面と対向する面に配置された反射率９０％以上
の反射シートを備える面光源装置において、光出射面
が、ヘーズ８０％以下であるほぼ均一な光拡散面とさ
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れ、且つ光出射面と対向する面には、光取り出し機構と
して印刷インキによりパターンが形成され、このパター
ンを形成する模様構成部分のピッチがピッチ７００μｍ
以下とされていることを特徴とする。
【０００９】＜本発明の具体的構成＞本発明の面光源装
置は、前述した必須の構成要素からなるが、その構成要
素が具体的に以下のような場合であっても成立する。そ
の具体的構成とは、光出射面と対向する面に形成される
パターンは、線状光源から離れるに従って占有面積が漸
増するグラデーション状のパターンとされていることを
特徴とする。
【００１０】また、本発明の面光源装置では、導光体の
光出射面の直上にマイクロプリズムアレーを形成した調
光シートを配置することが好ましい。また、導光体の光
出射面は、ヘーズ６０％以下であるほぼ均一な光拡散面
とすることが好ましく、且つ光取り出し機構として印刷
インキで形成されたパターンにおける模様構成部分のピ
ッチを５００μｍ以下とすることが望ましい。
【００１１】更に、本発明の面光源装置では、導光体の
光出射面の直上に配設された調光シートの線状光源近傍
に、遮光パターンを設けることも好ましい。更にまた、
マイクロプリズムアレーを形成した調光シートは、導光
体の光出射面側に頂角を向けたほぼ三角プリズム状のプ
リズムアレーとされ、かつ反射シートには、銀若しくは
アルミを蒸着した反射シートが用いられることが好まし
い。このような各特徴を備える面光源装置は、液晶ディ
スプレイ装置のバックライト光源手段として用いること
ができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の面光源装置及びこ
れを用いた液晶ディスプレイ装置を図に示される実施形
態について更に詳細に説明する。図１には、本発明の一
実施形態に係る面光源装置１０が示されている。この実
施形態の面光源装置１０は、透光性の平板からなる基板
即ち導光体１１を備え、この導光体１１の一表面は光出
射面１２とされ、また側端部（光入射面）１３には、当
該側端部に沿うように線状光源１４が配置されている。
【００１３】この線状光源１４は、蛍光管又はＬＥＤア
レー等を用いることができるが、特にこれらに限定され
るものではない。線状光源１４としては、発光効率に優
れ、小型化の容易な冷陰極管の利用が最も好適である。
また、線状光源１４の配置形態としては、この態様に限
定されるものではなく、この他にも、一側端部にのみ冷
陰極管が配設された１灯式の態様、一側端部に２本の冷
陰極管が配設された２灯式の態様、２灯の冷陰極管が一
側端部に配設され、これが対向する側端部にも設けら
れ、合計４灯となっている態様等が代表的である。
【００１４】線状光源１４の周囲にはリフレクタ１５が
配設され、出射した光線をできるだけ無駄なく導光体１
１の側端部１３に入射させる機構とされている。リフレ
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クタ１５に用いられる材質としては光線反射率の高いも
のであれば特に限定はされないが、例えば、板厚み０．
２～０．４ｍｍ程度の金属板又は厚み０．１～０．２５
ｍｍ程度の柔軟性を有した白色プラスチックフィルム等
が好適に用いられる。
【００１５】この実施形態の面光源装置１０では、光出
射面１２に対向する面１６に、光取り出し機構１７が設
けられている。この光取り出し機構１７は、光散乱性を
有する白色又は半透明のインキで印刷されたパターンで
構成され、具体的には、光源１４から離れるに従って面
積が漸増するようにパターニングされた、模様構成部分
であるグラデーション状のドット３１から構成されてい
る。
【００１６】多数のドット３１は、光出射面１２全面で
輝度分布が均一になるように調整されている。ここで、
パターニング形状は、特に限定されるものではなく、図
２（ａ）～図２（ｆ）に示されるようなパターニング形
状のものを用いることが可能である。すなわち、図２
（ａ）に示されるパターニング形状は、多数のドット３
１の平面形状が楕円形状を呈し、且つ千鳥状に配列され
て模様化即ちパターン化されたものである。
【００１７】図２（ｂ）に示されるパターニング形状で
は、多数のドット３１のそれぞれ平面形状が長方形状を
呈し、それらが千鳥状に配列されて模様化即ちパターン
化されたものである。また、図２（ｃ）に示されるパタ
ーニング形状では、多数のドット３１のそれぞれ平面形
状が菱形を呈し、それらが千鳥状に配列されて模様化即
ちパターン化されたものである。
【００１８】更に、図２（ｄ）に示されるパターニング
形状では、多数のドット３１のそれぞれ平面形状が三角
形状を呈し、それらが千鳥状に配列されて模様化即ちパ
ターン化されたものである。このようにパターニング形
状について、代表的には、前述した白色又は半透明のイ
ンキで印刷されたドットで形成したものであれば、この
効果を得ることができることから好ましい。
【００１９】しかし、光取り出し機構即ちパターン１７
としては、図２（ｅ）及び図２（ｆ）に示されるように
パターンニングした態様であってもよい。すなわち、図
２（ｅ）に示されるパターン１７は、ドットではなく、
模様構成部分３２を格子状に形成したものであり、図２
（ｆ）に示されるパターン１７もドットではなく、模様
構成部分３２をストライプ状に形成したものである。
【００２０】また、この他にもパターンの分布密度を変
化させるに従って増大し、ドットパターンの面積を増大
させたのと同等の効果を得るように調整することで輝度
分布を均一化するさせることが可能である。さらに、こ
の実施形態に係る面光源装置１０においては、導光体１
１の光出射面１２直上に各種のプリズムアレー１８ａが
形成された調光シート１８が配されている。
【００２１】このような構成の実施形態に係る面光源装
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置１０では、線状光源１４より出射した光線は、導光体
１１の側端部１３から入射し、導光体１１内をスネルの
全反射条件に基づいて伝搬して行く。導光体１１の光出
射面１２と対向する面１６に形成された光取り出し機構
としてのパターン１７に到達した光線は、もはや全反射
条件を満たすことができなくなり、導光体１１の光出射
面１２から出射することになる。
【００２２】この実施形態の面光源装置１０において、
導光体１１の光出射面１２は、ＪＩＳ  Ｋ６７１９に定
められるヘーズ８０％以下、好ましくは６０％以下、更
に好ましくは５０％以下なる光拡散性を有する面とされ
る。これにより、インキで印刷されるパターン１７の模
様を見え難くし、さらには液晶セルとの緩衝によるモア
レ模様の発生を抑制することができる。これにより、極
めて外観品質に優れた面光源装置を提供することができ
る。
【００２３】ところで、図４に従来の面光源装置が示さ
れているが、従来の面光源装置では、導光体１１の光出
射面１２直上に光拡散シート１００が配置されている。
しかし、この発明の一実施形態に係る面光源装置１０で
は、このような光拡散シート１００を省略することも可
能となる。そのため、本発明の面光源装置では、光拡散
シート１００における不要な光損失が抑制され、さらに
は、組立て性が向上し、シート間へのゴミの混入などに
よる歩留まり低下も少なくなり、極めて実用的な面光源
装置を得ることができるのである。
【００２４】この、光拡散性を有した光出射面１２の形
成方法は特に限定されるものではないが、粗面を有した
スタンパによる熱転写、樹脂製ビーズのコーティング、
サンドブラスト加工等が代表的である。加えて、パター
ン見えを完全に防止するためには、インキで印刷される
パターン１７はできる限り小さいピッチＰにて形成され
ていることが望ましく、少なくとも７００μｍ以下、好
ましくは５００μｍ以下、さらに好ましくは４００μｍ
以下とされる。
【００２５】ここで言う「ピッチＰ」とは、パターン１
７が図２（ａ）～図２（ｄ）に示されるように多数のド
ット３１で形成される場合には、隣接するドット間の間
隔を言い、また図２（ｅ）及び図２（ｆ）で示されるよ
うに模様構成部分３２で形成された模様である場合に
は、模様構成部分３２の間隔を指す。
【００２６】本発明による導光体１１は、前述の如くパ
ターン見えが少なく、微視的に見ても輝度均一性に優れ
た光学特性を有するため、従来、導光体１１の光出射面
１２直上にパターン見えを防ぐ目的で配される光拡散シ
ート１００を省略可能である。
【００２７】ところで、プリズムアレー１８ａが形成さ
れた調光シート１８としては、図１に示されるように観
察者側に頂角を向けたほぼ三角プリズム状のプリズムア
レーが用いられる態様の他、図３に示されるようにほぼ
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三角プリズム状のプリズムアレー１８ａの頂角を導光体
１１の光出射面１２側に向けた態様などが代表的であ
る。しかし、本発明の面光源装置は、これらの構成に特
に限定されるものではない。
【００２８】ここで、プリズムアレー１８ａのピッチは
５０μｍ程度が適切であり、頭頂角としては観察者側に
頂角を向けた態様では７０度～１２０度の範囲、導光体
１１の光出射面１２側に頂角をを向けた態様では５５度
～７５度の範囲が好適に用いられる。
【００２９】また、導光体１１の光出射面１２と対向す
る面１６側には高反射率の反射シート１９が配置される
が、この反射シート１９として、観察者側に頂角を向け
たほぼ三角プリズム状のプリズムアレー１８ａが用いら
れる態様においては、高発泡性ポリエステルに代表され
る白色の光拡散性反射シートが好適に用いられ、導光体
１１の光出射面１２側に頂角を向けたほぼ三角プリズム
状のプリズムアレー１８ａが用いられる態様において
は、Ａｇ、Ａｌ蒸着シートに代表される正反射性反射シ
ートが好適に用いられる。
【００３０】次に、従来のサイドライト型面光源装置に
おいては、一般的に、線状光源近傍に帯状に輝度が極め
て高くなる領域（輝線）が発生し易いが、これらは外観
品質上の問題になる。そのため、図４に示されるよう
に、通常、導光体１１の光出射面１２直上に配される光
拡散シート１００に多数のドット１０１ａ、１０１ｂ、
１０１ｃ、………を印刷して、幅３～２０ｍｍ程度の遮
光性の印刷パターンを形成し、この輝線を除去する方法
が採られている。
【００３１】しかしながら、本発明の面光源装置におけ
る好ましい態様においては、従来のように光出射面直上
に配される光拡散シート１００は省略されるため、これ
に代わるものとして、図１に示されるようにプリズムア
レー１８ａが形成された調光シート１８に直接、例えば
多数のドット２１からなる遮光性の印刷パターン２０を
印刷する態様が好ましい。また、反射シート１９の線状
光源近傍領域に光吸収性パターンを印刷することによっ
ても、これと同等の効果を得ることが可能である。
【００３２】本発明の好ましい態様においては、導光体
１１および調光シート１８は、いずれも樹脂材料によっ
て形成される。特にアクリル系樹脂、ポリカーボネート
系樹脂、ポリエステル系樹脂、または環状ポリオレフィ
ン系樹脂が好適に用いられ、調光シート表面に形成され
る光学素子群はアクリル系等に代表される公知の熱硬化
性、もしくは光硬化性樹脂によって形成されるものが好
ましい。
【００３３】本発明において、液晶ディスプレイ装置と
は液晶分子の電気光学効果、すなわち光学異方性（屈折
率異方性）、配向性等を利用し、任意の表示単位に電界
印加あるいは通電して液晶の配向状態を変化させ、光線
透過率や反射率を変えることで駆動する、光シャッタの
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7
配列体である液晶セルを用いて表示を行うものをいう。
【００３４】具体的には透過型単純マトリクス駆動スー
パーツイステッドネマチックモード、透過型アクティブ
マトリクス駆動ツイステッドネマチックモード、透過型
アクティブマトリクス駆動インプレーンスイッチングモ
ード、透過型アクティブマトリクス駆動マルチドメイン
ヴァーチカルアラインドモード等の液晶表示素子が挙げ
られる。
【００３５】本発明の面光源装置をこれら液晶表示素子
のバックライト光源手段として液晶ディスプレイ装置を
構成することにより、本質的には高輝度化に有効であり
ながら、これまでに大型液晶ディスプレイ装置のバック
ライト光源手段としては未完成であった、正反射性の反
射シートを用い、導光体の光出射面側に頂角を向けたプ
リズムアレーを調光シートとする面光源装置において、
輝線や電極付近に発生する暗部による外観品質の悪化を
防止した、より高輝度な光学特性を有する照明光学系を
提供することができる。
【実施例】以下、本発明を実施例により、さらに詳細に
説明するが、本発明は、その要旨を越えない限り、以下
の実施例に限定されるものではない。
（実施例１）図１に示した構造の面光源装置を製造し
た。導光体１１として３５０．０×２８５．０ｍｍ、厚
み５ｍｍのアクリル樹脂を使用し、２つの長辺部１３に
冷陰極管からなる線状光源１４を配するとして、線状光
源１４から離れるにしたがって面積が相対的に大きくな
るように設計した、多数のドット３１で形成されるパタ
ーン１７をチタニア含有の白色インキを用いて導光体１
１の光出射面１２と対向する面１６にスクリーン印刷し
た。
【００３６】スクリーン印刷にはＹＡＧレーザー加工に
よって穴開けした開口部を有するコンビネーションマス
クを用い、ピッチ４５０μｍなるファインパターンを印
刷している。また、導光体１１の光出射面１２は、サン
ドブラスト加工を施したＳＵＳ鏡面板を金型として熱転
写し、ＪＩＳ  Ｋ６７１９に定められるヘーズ６２％な
る粗面を形成している。
【００３７】次に、導光体１１の光出射面１２と対向す
る面１６には白色ポリエステルからなる光線反射率９５
％なる拡散反射性の反射シート１９を配し、導光体１１
の光出射面１２直上には、頂角を観察者側に向けたマイ
クロプリズムアレー（頂角９０度、ピッチ５０μｍ）１
８ａからなる調光シート１８を配した。
【００３８】ここで、該マイクロプリズムアレー１８ａ
の尾根線は線状光源と垂直となるように配され、また、
該マイクロプリズムアレー１８ａからなる調光シート１
８の線状光源近傍には輝線の発生を防止するための光吸
収性パターン２０が幅１２ｍｍに亘って印刷されてい
る。
【００３９】導光体１１の対向する２つの側端部１３に
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は管径２．６ｍｍの冷陰極管からなる光源を配置し、該
冷陰極の周囲は白色ポリエステルフィルムからなるリフ
レクタ１５で覆った。点灯には２本の冷陰極管を独立に
制御し、管電流が共に一定となるようにして、専用のイ
ンバータユニットを用いて点灯した。
【００４０】前記ファインピッチの印刷パターン１７と
導光体１１の光出射面１２がヘーズを有する粗面とされ
ていることの相乗効果によって、通常、導光体１１の光
出射面１２直上に配される光拡散シートが省略されてい
るにも係わらず、パターン見えの全く発生することのな
い、液晶ディスプレイ装置のバックライト光源手段とし
て極めて適切な面光源装置を得ることができた。また、
光拡散シートを省略していない通常の面光源装置と比較
して、光拡散シート部での余分な光ロスが発生しないた
め、正面輝度が４．５％高まった。
【００４１】（実施例２）導光体１１として２９８．０
×２１８．０ｍｍ、厚みが厚肉部２．２ｍｍ、薄肉部
０．８ｍｍなる、前記形状の短辺方向に厚みが変化する
楔型形状を有する環状ポリオレフィン系樹脂を使用し、
一方の長辺部（厚肉側）に冷陰極管からなる線状光源１
４を配するとして、線状光源１４から離れるにしたがっ
て面積が相対的に大きくなるようにパターニングした半
透明インキからなるドットパターン１７を導光体１１上
にスクリーン印刷した。半透明インキには平均粒径２．
７μｍなるシリカ微粒子が分散している。
【００４２】ここで、スクリーン印刷を行ったマスクは
ＹＡＧレーザー加工によって開口加工を施したコンビネ
ーションマスクを用い、ピッチ３００μｍなるファイン
ピッチパターンを印刷している。また、導光体１１の光
出射面１２は、サンドブラスト加工を施したＳＵＳ鏡面
板を金型として熱転写し、ＪＩＳ  Ｋ６７１９に定めら
れるヘーズ５４％なる粗面を形成した。
【００４３】次に、導光体１１の光出射面１２と対向す
る面１６には白色ポリエステルからなる光線反射率９５
％なる拡散反射性の反射シート１９を配し、導光体１１
の光出射面１２直上には、頂角を観察者側に向けたマイ
クロプリズムアレー（頂角９０度、ピッチ５０μｍ）１
８ａからなる調光シート１８を配した。
【００４４】ここで、マイクロプリズムアレー１８ａの
尾根線は線状光源と垂直となるように配され、また、該
マイクロプリズムアレー１８ａからなる調光シート１８
の線状光源近傍には輝線の発生を防止するための光吸収
性パターン２０が、幅７ｍｍに渡って印刷され、該マク
ロプリズムアレー１８ａの外枠部には光漏れを防止する
ため幅２ｍｍの遮光帯が設けられている。
【００４５】さらに輝度を向上させるため、該マイクロ
プリズムアレー１８ａからなる調光シート１８の上部に
は、尾根線が線状光源と平行となるようにして、同一の
マイクロプリズムアレーからなる調光シートがもう一枚
配されている。
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【００４６】導光体１１の線状光源が配される側端部１
３には管径２．０ｍｍの冷陰極管からなる光源１４を配
置し、該冷陰極管の周囲は白色のポリエステルフィルム
からなるリフレクタ１５で覆った。点灯には、管電流が
一定となるようにして、専用のインバータユニットを用
いで点灯した。
【００４７】前記ファインピッチの印刷パターン１７と
導光体１１の光出射面１２がヘーズを有する粗面とされ
ていることの相乗効果によって、通常、導光体１１の光
出射面１２直上に配される光拡散シートが省略されてい
るにも係わらず、パターン見えの全く発生することのな
い、液晶ディスプレイ装置のバックライト光源手段とし
て極めて適切な面光源装置を得ることができた。
【００４８】また、通常であれば必要となる光出射面１
２直上に配される光拡散シートが省略されているため、
組立て時間が１２％短縮し、さらにゴミがシート間に混
入する可能性が低くなったため、歩留まりが高くなり、
極めて実用性の高い面光源装置を得ることが可能となっ
た。
【００４９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の面光源装
置によれば、光利用効率と外観品質とを同時に向上さ
せ、さらには組立て性をも向上させることを可能とし
た。また、本発明によれば、前述した面光源装置の優れ
た光学特性は、近時、大型化が進む液晶ディスプレイモ
ニターや液晶ＴＶのバックライト光源手段として極めて
適切な特性を有し、その結果当該面光源装置を液晶表示
装置のバックライト光源手段として用いることにより、*
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*表示装置全体の効率向上に寄与する高品質な液晶ディス
プレイ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る面光源装置を概略的
に示す斜視図である。
【図２】本発明の面光源装置で用いられる光取り出し機
構を構成する要素の各種のパターニング形状を部分的に
示す平面図である。
【図３】本発明の他の実施形態に係る面光源装置を概略
的に示す斜視図である。
【図４】従来の面光源装置を示す構成説明図である。
【符号の説明】
１０  面光源装置
１１  導光体
１２  光出射面
１３  側端部（光入射面）
１４  線状光源（冷陰極管）
１５  リフレクタ
１６  光出射面とは反対側の面
１７  光取り出し機構（パターン）
１８  調光シート
１８ａ  ほぼ三角プリズム状のプリズムアレー
１９  反射シート
２０  遮光パターン
２１  ドット
３１  ドット（模様構成部分）
３２  模様構成部分

【図１】
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